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 「発表要旨集」に掲載される発表要旨は、以下の規定にしたがい投稿してください。で

きあがりとして、観光学術学会ホームページ（http://jsts.sc）の要旨集見本（PDF、MS-WORD）

をダウンロードして参考にして下さい。この見本の様式に沿ったものを作成し、PDF にし

たものを観光学術学会ホームページ上の大会発表申込フォームから送信してください。

PDF を作成する環境がない場合は印刷したものを郵送して下さい。  

なお、発表要旨集は元原稿がカラーであってもすべてモノクロで印刷されます。  

 

（１）原稿の送付  

（A）PDF にしたものを大会発表申込フォームから送信する場合  

原稿は下記の規定にしたがって作成し、A4 サイズの PDF に変換すること。印刷、

編集可能なパスワードのかかっていない PDF ファイルとすること。  

（B）印刷したものを郵送する場合  

原稿は下記の規定にしたがって作成し、A4 判用紙に印刷する。ページ番号などは

打たず、ホチキスどめしないこと。原稿は折り曲げない形で郵送する。  

郵送する場合も必ず大会発表申込フォームの必要事項を記入して送信してくださ

い。なお、大会発表申込締切日が原稿必着締切となります。  

【送付物】  

①  大会発表申込フォーム送信後に送られてくる受理番号と名前  

②  完成原稿２部  

【送付先】  

〒５４５－００１１     

住所 大阪市阿倍野区昭和町 2-19-28 青葉グランドビル 402  

観光学術学会事務局 大会発表要旨集受付担当 宛  

 



（２）表題・副題・英文表題・英文副題  

 表題は、MS ゴシック体太字 17 ポイント（行間 11mm）にする。副題がある場合、MS

ゴシック 14 ポイント太字（行間 11mm）とする。英文表題は MS ゴシック 10 ポイント太

字（行間 5.5mm）とする。英文表題は MS ゴシック 10 ポイント（行間 5.5mm）とする。  

 

（３）著者名、所属名、ローマ字氏名・所属  

 著者名、所属名は、MS ゴシック体太字 10 ポイント（行間 5.5mm）とする。ローマ字氏

名は、太字にせず、MS ゴシック体 10 ポイント（行間 5.5mm）とする。  

 

（４）キーワード  

 キーワードは「キーワード：」とし、日本語で３、４語ほどを MS ゴシック体 9 ポイン

ト（行間 5.5mm）で記す。英文キーワードは、日本語キーワードの下に「Keywords：」と

し、MS ゴシック体 9 ポイント（行間 5.5mm）で記す。  

 

（５）行数・字数など  

 全体の分量は２ページで、超過はみとめない。１ページ目は、１行に 25 文字、27 行と

し２段とする（文字数に換算すると約 1350 字）。２ページ目は、１行に 25 文字、44 行と

し２段とする（文字数に換算すると約 2200 字）。  

 章、節、項等のタイトルの文字は、MS ゴシック体太字 9 ポイント（行間 5.5mm）とす

る。  

 本文の文字は、MS 明朝体 9 ポイント（行間 5.5mm）とする。  

 

（６）余白  

 余白は上 27 ミリ、下 30 ミリ、左右は 20 ミリ、段の間隔は 10 ミリとする。  

 

（７）その他  

 その他の原稿の書式については、基本的には、学会誌の執筆要項に準拠すること。  

 

章、節、項について  

 章、節、項は、全角で「Ⅰ」「１」「（１）」「①」のように番号をふる。「はじめに」や「お

わりに」等をつける場合にも、番号をふる。  

 

数字について  

 本文中の数字は原則として算用数字（半角）を用い、漢数字は用いないが、どうしても

必要な場合には、その限りではない。  

 



注と文献リストについて  

 「注」と「文献リスト」を別に作成し、本文の最後につける。参照文献を本文、注等で

挙げる際は、著者名（発行年：  ページ数）、または（著者名  発行年：  ページ数）という

形式にする。著者名と発行年の間、およびコロンの後には半角スペースを入れる。  

 本文中の注の番号は、該当箇所の右肩に全角で１）、２）、３）・・・のように打ち、本文

の最後に付けた「注」でも１）、２）、３）・・・のように全角片カッコの番号を用いる。  

 

図表について  

 図表は順に番号を打ち、本文中に挿入しておくこと。著作権者の了解を得ることなく、

他者の図版を転用してはならない。  

 

文献リストの書式について  

 本文の末尾に、文献リストを付ける。文献リストの書式については基本的な原則は以下

のとおりとする。  

・和文文献と欧文文献を一括し、文献を著書名のアルファベット順に並べる。  

・同じ著者の文献を２点以上あげる場合、２点目以降は著者名の代わりに、４文字分のダ

ッシュ「――――」を用いる。  

・和文文献のサブタイトルの前には、２文字分ダッシュ（――）を付ける。ダッシュの前

後にスペースは不要。サブタイトル後に２文字分ダッシュは不要。  

・書誌情報は原則としてＡＰＡ方式に準拠し、以下のように並べる。  

【日本語文献】  

①単著  

著者名（出版年）『タイトル』出版社名  

橋本和也（1999）『観光人類学の戦略――文化の売り方・売られ方』世界思想社  

②共著  

ファーストオーサーの氏名・セカンドオーサー以下の氏名（出版年）『タイトル』出版社名  

須藤廣・遠藤英樹（2005）『観光社会学』明石書店  

③編著書  

編者名編（出版年）『タイトル』出版社名  

神田孝治編著（2009）『観光の空間』ナカニシヤ出版  

④編著所収論文  

著者名（出版年）「論文のタイトル」編者名編『本のタイトル』（pp.論文の初ページ -終ペ

ージ）出版社名  

安村克己（1996）「観光の不均衡問題とエスニック･ツーリズム運営の“格率”」前田 勇編

『現代観光学の展開――観光行動・文化観光・国際観光交流』（pp.45-64）学文社  

⑤雑誌論文  

著者名（出版年）「論文のタイトル」『雑誌名』巻（号） : 論文の初ページ-終ページ  

高媛（2001）「記憶産業としてのツーリズム――戦後における日本人の『満洲』観光」『現

代思想』29（4） : 219-229 



⑥政府刊行物など  

編集機関名（出版年）『タイトル』発行元  
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